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張
文
仲
は
、
唐
代
前
期
（
七
世
紀
末
頃
）
の
医
家
で
あ
る
。

「
旧
唐
書
」
巻
一
九
一
・
列
伝
第
一
四
一
に
よ
れ
ば
、
洛
州
洛
陽

（
河
南
省
洛
陽
）
の
人
で
、
若
く
し
て
同
郷
の
李
廣
縦
、
京
兆
の

菫
慈
蔵
と
と
も
に
医
術
を
以
て
名
を
知
ら
れ
た
。
則
天
武
后
の

初
年
に
は
侍
御
医
に
任
ぜ
ら
れ
、
勅
を
奉
じ
て
当
時
の
名
医
と

と
も
に
「
療
風
気
諸
方
」
を
撰
し
た
。
ま
た
風
病
一
二
四
種
、

気
病
八
十
種
の
医
治
に
つ
き
奏
上
し
、
『
四
時
常
服
及
軽
重
大
小

諸
方
」
十
八
首
を
撰
し
た
。
晩
年
は
尚
薬
奉
御
と
な
り
『
随
身

備
急
方
」
三
巻
を
著
し
て
い
る
。
武
后
・
中
宗
以
降
、
諸
医
は

み
な
張
文
仲
、
李
展
縦
、
聿
慈
蔵
の
三
家
を
重
視
し
た
と
い
う
。

『
唐
書
』
芸
文
志
に
「
張
文
仲
随
身
備
急
方
三
巻
」
、
「
宋
史
」
芸

文
志
に
「
張
文
仲
法
象
論
一
巻
」
を
著
録
す
る
も
、
全
て
供
亡

し
て
い
る
。
『
外
台
秘
要
方
」
に
「
文
仲
」
あ
る
い
は
「
張
文
仲
」

と
し
て
多
く
の
供
文
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
『
医
心
方
」
『
證
類
本
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張
文
仲
の
鍼
灸
に
つ
い
て

宮
川
隆
弘

日
本
鍼
灸
研
究
会

草
」
『
太
平
聖
恵
方
」
な
ど
に
も
散
見
し
て
い
る
。
特
に
『
外
台

秘
要
方
」
に
お
け
る
引
用
は
、
『
千
金
方
」
、
『
千
金
翼
方
」
な
ど

の
当
時
主
要
な
医
学
書
と
同
様
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
後
代
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
医
学

家
の
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
張
文
仲
の
鍼
灸
条
文
は
、
『
外
台
秘
要
方
』

及
び
「
太
平
聖
恵
方
」
巻
百
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
王
執
中
の
『
鍼
灸
資
生
経
」
に
も
幾
ば
く
か
の
張
文
仲
関

係
鍼
灸
条
文
（
「
明
堂
下
經
」
と
し
て
引
用
）
が
見
え
る
が
、
そ

れ
ら
は
「
太
平
聖
恵
方
」
巻
一
百
に
拠
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
「
外
台
秘
要
方
』
所
載
の
鍼
灸
条
文

（
「
又
方
」
を
含
む
）
は
、
概
ね
病
症
に
対
し
て
正
規
の
孔
穴
ま

た
は
奇
穴
に
施
灸
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
大
平
聖
恵
方
』

所
載
の
鍼
灸
条
文
は
四
条
で
は
あ
る
が
、
独
特
な
治
療
方
法
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
療
風
眼
卒
生
鶏
膜
、
両
目
痒
痛
不
可
忍
、

灸
手
中
指
本
節
頭
節
間
尖
上
。
三
壮
。
交
如
小
麦
大
。
患
左
目
、

灸
右
、
患
右
目
、
灸
左
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
患
側
の
反
対
側
に

取
穴
す
る
と
い
う
方
法
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
霊
枢
」

官
鍼
篇
の
「
巨
刺
者
、
左
取
右
、
右
取
左
。
」
、
「
素
問
」
調
経
論
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の
「
痛
在
左
而
右
脈
病
者
、
巨
刺
之
。
」
、
同
書
膠
刺
論
の
「
以

刺
経
穴
爲
巨
刺
、
刺
絡
穴
爲
膠
刺
、
皆
左
取
右
、
右
取
左
。
」
と

い
っ
た
施
鍼
方
法
を
灸
法
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
こ
う
し
た
方
法
は
、
『
太
平
聖
恵
方
」
で
は
張
文
仲

以
外
で
も
「
華
他
療
男
子
卒
痂
、
陰
卵
偏
大
、
取
患
人
足
大
指
。

去
甲
五
分
、
内
側
白
肉
際
。
灸
三
壮
。
島
如
半
棗
核
大
。
患
左

取
右
、
患
右
取
左
。
」
と
い
う
記
載
に
見
ら
れ
る
た
め
、
唐
代
を

通
じ
て
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
の

三
条
の
内
容
は
、
「
救
婦
人
横
産
、
先
手
出
、
諸
般
符
薬
不
捷
、

灸
婦
人
右
脚
小
指
尖
頭
三
壮
。
娃
如
小
麦
大
。
下
火
立
産
・
」

や
「
療
腰
重
痛
、
不
可
転
側
、
起
坐
難
、
及
冷
陣
、
脚
筋
壁
急
。

不
可
屈
伸
、
灸
曲
杁
両
文
頭
。
左
右
脚
四
処
各
三
壮
。
毎
灸
一

脚
、
二
火
斉
下
、
交
娃
纒
焼
到
肉
、
初
覚
痛
、
便
用
二
人
両
辺

斉
吹
至
火
減
。
午
時
著
灸
至
人
定
已
来
。
自
行
動
臓
肺
一
両
廻
。

或
臓
肺
転
動
如
雷
声
。
其
疾
立
愈
。
此
法
神
効
。
卒
不
可
量
也
。
」

と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
病
症
に
対
し
て
経
外
奇
穴
を
取
穴
し
、

「
下
火
立
産
」
ま
た
は
「
下
火
立
愈
」
と
そ
の
特
効
的
効
果
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
条
文
に
お
い
て
は
、
単
に
症
候
名

を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詳
細
に
病
症
を
説
明
す
る
場
合
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
な
病
態
観
察
に
基
づ
き
鍼
灸
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。


